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症例 ⊇ ● 51歳 女

症例 10と「司一症夕」。 このフふ電図は言多断確定のために overdrive suppression test

(頻回刺激による洞結節抑制試験 )を おこなったものである。
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1)こ のような症例 (sick sinus syndrome)の 治り寮はどうすオしばよいか。



【症例 12】

由電図診断

'同

結節回復日寺間 (sinus nOde

recovery time=SR丁 )三二1長
これは心房ペーシングであ り、 P波の直前にある小 さな鋭いフレがペースメ

ーカスパイク。ペーシング中止 (or)後、 5。 2秒の間、 P波は認め られず。
ペーシング中止後の最初の心拍は P波がな く、房室接合部性補充収縮 と考 え

られ、洞調律の回復はペーシング後の第 5拍 目よ り。

④

SRTの正常は約 1秒、sick sinus syndrome

では 4秒以」■になる。このぅ虚夕Jは SRTが

5秒以」三で麦)り 、sick sinus syndrome と

診断 された。

治療は徐脈型にはア トロピン、アロテッ

ク、イソプロテレノールの注射 ないし経

口投 与を言式みる。

徐脈、頻脈型は薬剤によるコン トロール

が困難な例が多 く、徐脈に対 しては心房

ペーシングを行 ない、同時に頻脈に対 し

ては抗不整脈剤の投与 を行 な う。
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SR丁

(洞収縮 回復 までの時間 )
糸勺 1不少

CSR丁

(SR丁 ―基 本 RR間 隔 )
糸勺 O.5不少
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糸勺 1.6牙少

overdrive suppression test
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